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当団体について
・2003年に設立したＮＰＯ法人。（新宿区に事務所）

・「少年による被害者も、少年の加害者も作らない」ことを目指
して活動している。

・昨今は、少年事件の数は激減しているが、孤立化の闇の中で不
登校・引きこもり・性犯罪・いじめなどが増加している。

・こうした状況に沿った「相談」や「講座の開催」、少年への支
援活動を行っている。

・会員は約150人。



コロナ禍で、若者はどうなっているか…？

• そうした思いから、今回は、「ひきこも
り」をテーマに右のような学習会を開催し
ました。

• この講座は、「教育」「福祉」「子育て」
の関係者が一緒に学び合うことの重要性か
ら開催しています。

• 今年度で2回目となります。

助成いただいた事業



参加者数の制限（定員の3分の1）はありましたが、
70名が差し迫った思いを抱えながら参加されました。



左写真：斎藤環先生

上写真：4人の当事者の方々



感想など・・・第1部について
◆家庭内暴力について、対話の仕方について等々、事例や具体策を教えていただき、大変参考にな
りました。日々の生活のなかで取り組めることからご提示いただき、勉強になりました。

◆当事者のきょうだいとして、これまで親や過去の自分の対応に悩んできたのですが、今日初めて
ひきこもり支援について専門的な知識を知ることができ、大変助かりました。斎藤先生にも質問に
お答えを頂き、ありがたかったです。

◆非常に具体的にかかわり方の手ほどきを受けたように思われました。不登校やひきこもっている
当事者に寄り添うことは、正解のない課題に付き合い続ける事だと日々実感しています。日頃の関
わり方を振り返る良いチャンスを頂いたように思いました。

◆接点回復のための対話、当事者のとの関わり方、対応、元気になってもらうことの優先、第三者
との接点の持ち方など、多くの学びを得ることができたと思います。まだ、かけ出しの社会福祉士
ですが、今日得たことを生かしながら支援に取り組んでいけたらと思います。

◆ひきこもり支援は傾聴すること、相手を認めること、尊重できることがとても大切だということ
がわかりました。支援というとアドバイスをしがちなイメージがありますが、アドバイスするのは、
ひきこもりの方のためにはならないことを学びました。ひきこもりの方々が、まずは一つでも親密
な関係を築くことができるようにするためにはどのようにすればいいのか、考えさせられました。



感想など・・・第２部について
◆自分の経験にはない貴重なお話を、ありがとうございました。どの方でも苦しい感情を持った経験が
あったとしても今は自分らしさを持ちながら自分たちで生活している事に印象が残りました。私もいじ
めがきっかけで少しの期間の不登校をしたことがあり、今でも自己否定をしてしまう時があります。今
日のお話を聞いて、私でも自分を肯定して自信を持って生きれる時が来るかもしれないと思えました。

◆それぞれの方のつらい経験や思いを、このような形でうかがえることは非常に貴重で、大事な時間に
なりました。私たちが社会で生活する上で、改めてどう接していくべきか、相手の立場で考えることも
しっかり取り組んでいきたいなと感じました。私もまだ未熟なところもあり、皆さんのように大きな気
持で許容できるようになれたら、良い支援者になれたらと思っています。

◆当事者の皆様のお話はとても考えさせられました。自分らしく生きていけることが良しとされる世の
中になっていってほしいと思いました。過去のことを振り返り、思い出すことはつらいことも多かった
と思います。話してくださったことに感謝の気持ちでいっぱいです。仕事だけでなく、子育て、そして
自分を、今後にも生かしていきたいと思いました。

◆発達障害の方のパワー、人をひきつける魅力を感じました。不登校の方もアートや文章で表現できる
のが素晴らしいです。非行の方のお話からは、芯のタフさが伝わってきた気がします。美玉さんのヤン
キーの親としての覚悟、想像を絶するものだろうと。まだまだ心が狭い自分を知ることもできました。



◆昨年は3日間の開催だったが、1日間のみの開催とした。
◆会場は定員の3分の1まで、事前申込者のみの対応で行った。

成果

◆テーマに関心が深く、定数いっぱいの70人が参加した。
◆精神科医・斎藤環氏の講演は、当事者家族から深刻な質問も多く出された。
◆第２部は、「引きこもり」「発達障害」「4回の少年院経験者」「非行と不登校の
息子に悩んだ母親」の4人が赤裸々に思いを語り、若者の姿が浮き彫りになった。

悩み

◆語り合いのワークショップを行うことができなかった。一方通行の学習ではさまざ
まな考え方や捉え方が学べない。さらに工夫が必要である。

工夫

◆今回は福祉関係への広報を強めたので、福祉関係者の参加も多かった。
「当事者の語り」は、コロナ下での実現について迷った点ではあるが、「初めて当事
者の声を直接聞いた」という声も多く、現状を知らせる点でも異議深かった。

コロナ下での成果・課題・悩み・工夫など



●アンケートからは…

・「見学会などを、今後も復活していただけると嬉しいです」

・「若者からの発信の機会を今後も作っていただきたい」

・「語り合う機会を望みます」

の声が、たくさんありました。

●今後の展望

・「教育」「福祉」「子育て」の連携を企図した取り組みの2回目は、
助成をいただいたおかげで、規模を縮小しつつも行うことができました。
しかし、2021年度3回目の計画は、残念ながら中止せざるを得ません。

・コロナ禍によって、新たな課題がたくさん出てくると予想できます。
鎮静したら、当団体としては、より力を入れて取り組んでいきたいと
思っています。

今後の取り組みと展望



ＨＰＯ法人非行克服支援センター

ご支援いただき、本当にありがとうございます。
今後に向けて、今から走り出します。


